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インストレーションの概要
次の表に、Cisco HyperFlex Edgeのインストールワークフローの概要を示します。

参考資料説明ステップ

Cisco HyperFlex Edgeのインス
トール前チェックリスト

インストール前のチェックリ

ストに記入します。

1.

ネットワークが設定されてい

ることを確認します。

2.

Cisco Intersightにログイン
（4ページ）

Cisco Intersightにログインしま
す。

3.

エッジターゲットの要求（4
ページ）

ターゲットを要求します。

HyperFlexノード
をすでに登録して

いる場合は省略し

ます。

（注）

4.

HyperFlexEdgeのファームウェ
アバージョンの確認（5ペー
ジ）

Cisco UCSのファームウェア
バージョンを確認します。

5.
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参考資料説明ステップ

HyperFlex Edgeクラスタの構
成（6ページ）

HyperFlexクラスタプロファイ
ルウィザードを実行します。

6.

インストール後のタスク（17
ページ）

コントローラ VMを介してイ
ンストール後のスクリプトを

実行します。

7.

HyperFlex Edgeのインストール前チェックリスト
Cisco HyperFlex Edgeシステムのインストールを開始する前に、お使いのシステムが次のイン
ストール・構成要件を満たしていることを確認してください。インストール前の要件の詳細に

ついては、「CiscoHyperFlexEdgeのインストール前のチェックリスト」を参照してください。

HyperFlex Edgeクラスタの展開でサポートされているモ
デル/バージョン

次の表に、HyperFlexEdgeクラスタの展開でサポートされているハードウェアプラットフォー
ムとソフトウェアバージョンのリストを示します。Cisco Intersightでサポートされる製品識別
規格（PID）については、Cisco HyperFlex HXシリーズデータシートを参照してください。

モデル/バージョンコンポーネント

• HXAF-E-225M6S

• HX-E-225M6S

• HXAF-E-245-M6SX

• HX-E-245-M6SX

• HX-E-240-M6SX

• HXAF-E-240-M6SX

• HX-E-220-M6S

• HXAF-E-220-M6S

M6サーバー

• HX240C-M5SD

• HX240C-M5SD

• HX220C-M5SX

• HXAF220C-M5SX

M5サーバ
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モデル/バージョンコンポーネント

• 5.5(1a)

• 5.0(2e)

• 4.5(2e)、4.5(2d)

（注） • HXDPバージョン 5.0(2a)、
5.0(2b)、5.0(2c)、5.0(2d)、
4.5(2a)、4.5(2b)、および
4.5(2c)は引き続きクラスタ拡
張のみをサポートします。

• HXDP 4.0.2xからのアップグ
レードは、ESXiバージョンが
4.5(2x)と互換性がある場合サ
ポートされます。

• M6サーバーでは、HXDP
5.0(1a)以降が必要です。

Cisco HXデータプラットフォーム（HXDP）

次のいずれかになります。

•専用管理ポート。

• Shared LOM

NICモード

Cisco Intersightによる自動アップグレード）デバイスコネクタ

1GEおよび 10G+ネットワークトポロジ

タイプ：

• VICベース

• NICベース（10G+NICベースのクラスタ
には HXDPバージョン 5.0(2a)以降が必
要）

接続タイプ（Connectivity Type）
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インストール

Cisco Intersightにログイン

Cisco IDを使用したログイン

Cisco Intersightにログインするには、Cisco Intersightアカウントを作成するには有効なCisco ID
が必要です。シスコ IDをお持ちでない場合はこちらから作成してください。

デバイスコネクタで必須となるログインクレデンシャルのフォーマットはなく、入力したク

レデンシャルがそのまま構成済みHTTPプロキシサーバに渡されます。ユーザー名をドメイン
名で限定する必要があるかどうかは、HTTPプロキシサーバの構成によって異なります。

重要

シングルサインオンを使用したログイン

シングルサインオン（SSO）認証では複数のアプリケーションへのログインに1つのクレデン
シャルセットを使用できます。SSO認証では、Cisco IDの代わりに企業のクレデンシャルを使
用して Intersightにログインできます。IntersightはSAML2.0を介してSSOをサポートし、サー
ビスプロバイダー（SP）として機能して、SSO認証のために IDプロバイダー（IdP）と統合
できます。Cisco IDと SSOを使用して Intersightにサインインするようにアカウントを構成で
きます。Intersightでの SSOの詳細については、こちらを参照してください。

エッジターゲットの要求

次の手順により、Cisco Intersightによって管理される 1つ以上のターゲットを登録します。

始める前に

この手順は、シスコアカウントを持つ既存のユーザを対象としています。使用可能ではない場

合は、Cisco Intersightにログイン（4ページ）を参照してください。

ステップ 1 Cisco Intersightの左側のナビゲーションウィンドウで、[管理（ADMIN）] > [ターゲット（Targets)]を選択
します。

ステップ 2 [ターゲット（Targets）]詳細ページで、[新しいターゲットを要求（Claim a New Target）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [新しいターゲットを要求（Claim a New Target）]ウィザードで、[ハイパーコンバージド
（Hyperconverged）] > [Cisco HyperFlexクラスタ（Cisco HyperFlex Cluster）]を選択し、次のフィールド
に入力します。
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[Device ID (デバイス ID)]と [Claim Code (クレームコード)]の情報は、次の場所で確認できま
す。

1. [Admin (管理)] > [Device Connector (デバイスコネクタ)]を選択して、Cisco IMCの情報を
確認します。

2. [HyperFlexコネクト UI（HyperFlex Connect UI）] > [設定（Settings）] > [デバイスコネク
タ（Device Connector）]を選択して、Cisco HyperFlexの情報を確認します。

（注）

基本的な情報UI要素

該当するデバイス IDを入力します。

• Cisco UCS Cシリーズスタンドアロンサーバの
場合は、シリアル番号を使用します。

例：NGTR12345

• HyperFlexの場合は、クラスタ UUIDを使用し
ます。

例：xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx.

デバイス ID

ターゲット要求コードを入力します。このコード

は、該当するターゲットタイプのデバイスコネク

タで確認できます。

登録コードを収集する前に、デバイス

コネクタからCisco Intersightへのアウト
バウンドネットワークアクセスが可能

であること、デバイスコネクタの状態

が [未登録（Not Claimed）]であること
を確認してください。

（注）

登録コード

ステップ 4 [要求（Claim）]をクリックします。

新しく登録したターゲットを表示するには、[ターゲット（Targets）]ページを更新してくださ
い。

（注）

HyperFlex Edgeのファームウェアバージョンの確認
現在の BIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンを表示して、
それらのバージョンが、共通のネットワーク要件の Cisco HyperFlex Edgeとファームウェアの
互換性マトリックスに記載されているバージョンと一致していることを確認します。詳細につ

いては、2ノード、3ノード、および 4ノードエッジクラスタ用の「Cisco HyperFlex edgeのイ
ンストール前チェックリスト」を参照してください。
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ステップ 1 お使いのブラウザで https://<CIMC IP>にアクセスして、CIMC Web UIにログインします。また、サーバ
テーブルビューの Cisco Intersightから CIMCを相互起動することもできます。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Server）]をクリックします。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ページで [概要（Summary）]をクリックします。

ステップ 4 [Cisco Integrated Management Controller（CIMC）情報（Cisco Integrated Management Controller (CIMC)
Information）]セクション（[サーバの概要（Server Summary）]ページ）で、[BIOSバージョン（BIOS
Version）]と [CIMCファームウェアバージョン（CIMC Firmware Version）]を検索してメモします。

ステップ 5 CIMCで [インベントリ（Inventory）] > [ストレージ（Storage）]に移動します。Cisco 12G Modular SAS
HBA (最大 16ドライブ)(MRAID)をダブルクリックし、[詳細（Details）] > [物理ドライブ情報（Physical
Drive Info）]に移動します。

ステップ 6 現在のBIOS、CIMC、SASHBA、およびドライブのファームウェアバージョンと、共通ネットワーク要件
の Cisco HyperFlex Edgeとファームウェアの互換性マトリックスに記載されているバージョンを比較しま
す。詳細については、2ノード、3ノード、および 4ノードエッジクラスタ用の「Cisco HyperFlex edgeの
インストール前チェックリスト」を参照してください。

ステップ 7 最小バージョンを満たしていない場合、互換性マトリックスのHostUpdateUtility（HUU）ダウンロードリ
ンクを基に、システムで実行中のファームウェアのバージョン（Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）、
PCIアダプタ、RAIDコントローラ、ドライブ（HDD/SSD）ファームウェアを含む）をアップグレードし
ます。Cisco HUUユーザガイド [英語]の最新および以前のリリースは、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-user-guide-list.htmlで見つけることができます。

HyperFlex Edgeクラスタの構成
Intersightで HyperFlex Edgeクラスタを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Intersightに HyperFlexクラスタ管理者またはアカウント管理者の権限でログインします。

ステップ 2 [設定（CONFIGURE）] > [プロファイル（Profiles）]に移動します。

ステップ 3 [Profiles (プロファイル)]ページで [HyperFlex Cluster Profiles (HyperFlexクラスタプロファイル)]タブが
選択されていることを確認し、[Create HyperFlex Cluster Profile (HyperFlexクラスタプロファイルの作
成)]をクリックして HXクラスタプロファイルのインストールウィザードを起動します。

ステップ 4 導入タイプとして [エッジ（Edge）]を選択します。[開始（Start）]をクリックします。

ステップ 5 [General (全般)]タブで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

HyperFlexクラスタプロファイルは、デフォルトの
組織または特定の組織に属することができます。次

のどちらかを選択します。

•デフォルト :クラスタプロファイルをデフォル
トの組織に属させます。デフォルトの組織に属

するすべてのポリシーが、HyperFlexクラスタ
プロファイルの作成ウィザードに一覧表示され

ます。

•特定の組織—HyperFlexクラスタプロファイル
を指定された組織にのみ属させます。選択され

た組織に属するポリシーのみが、HyperFlexク
ラスタプロファイルの作成ウィザードに一覧

表示されます。

たとえば、HyperFlexノードが 2つの組織で共
有され、ある組織のクラスタプロファイルに

関連付けられている場合、同じノードを別の組

織のクラスタプロファイルに関連付けること

はできません。クラスタプロファイルは、指

定された組織に属するユーザーのみが使用でき

ます。

[Organization]ドロップダウンリスト

HyperFlexクラスタ名を入力します。

クラスタ名は、vCenterクラスタ名、HyperFlexスト
レージコントローラ名、HyperFlexストレージクラ
スタ名として使用されます。

組織に属する HyperFlexクラスタプロ
ファイルの名前は固有でなければなり

ません。別の組織で同じ名前の

HyperFlexクラスタプロファイルを作
成できます。

（注）

[Name]フィールド

HyperFlex Edgeクラスタの展開
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説明フィールド

インストールする Cisco HyperFlex Data Platformの
バージョンを選択します。次のいずれかになりま

す。

• 5.5(1a)

• 5.0(2e)

• 4.5(2e)、4.5(2d)

選択したバージョンは、設定ウィザー

ドで後から選択できる HyperFlexポリ
シーのタイプに影響します。

（注）

[HyperFlex Data Platform Version (HyperFlex Data
Platformバージョン)]ドロップダウンリスト

HyperFlexクラスタプロファイルの説明を追加しま
す。

(Optional) [説明 (Description)]フィールド

タグキーを入力します。（オプション）[タグの設定（Set Tag）]フィール
ド

[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Nodes Assignment (ノード割り当て)]ページで、今すぐノードを割り当てるか、必要に応じて後でノード
を割り当てることを選択できます。ノードを割り当てるには、[ノードの割り当て（Assignnodes）]チェッ
クボックスをクリックして、割り当てるノードを選択します。

[ノードタイプ]列で、サーバーパーソナリティに基づいたノードロールを表示できます。HyperFlexコ

ンピュートサーバーまたはパーソナリティを持たないノードを選択する場合は、クラスタ展開を成功さ

せるために必要なハードウェアがサーバーで使用可能であることを確認する必要があります。Cisco
Intersightでサポートされる製品識別規格（PID）については、Cisco HyperFlex HXシリーズデータシー
トを参照してください。

Cisco HyperFlex Edgeクラスタでは、2～4つのノードのみ使用できます。重要

4ノードを超えるエッジクラスタの拡張により、展開タイプがエッジタイプから DC-No-FI
タイプに変更されます。

（注）

[Next]をクリックします。

ステップ 7 [Cluster Configuration (クラスタ設定)]ページで、次のフィールドに入力します。

さまざまなクラスタの設定タスクについて、設定の詳細を入力するか、必要な設定データを

ポリシーからインポートできます。事前設定されているポリシーを使用するには、設定タス

クの横にある [ポリシーの選択 (Select Policy)]をクリックして、一覧から適切なポリシーを選
択します。

（注）
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説明フィールド

セキュリティ

Hypervisor管理者ユーザー名を入力します。

ESXiの導入には rootアカウントを使用
します。

（注）

[Hypervisor Admin (Hypervisor管理)]フィールド

Hypervisorパスワードを入力します。次のいずれか
になります。

Cisco123のデフォルトのESXiパスワー
ドは、インストール時にその一部とし

て変更する必要があります。ESXiの新
規インストールの場合、[このノードの
ハイパーバイザーは工場出荷時のデフォ

ルトパスワードを使用する（The
Hypervisor on this node uses the factory
default password is checked）]チェック
ボックスがオンになっていることを確

認します。インストール中にすべての

ノードに設定される新しいESXiの root
パスワードを指定します。

ESXiのインストールでデフォルト以外
の rootパスワードが設定されている場
合は、[このノードのハイパーバイザは
工場出荷時のデフォルトパスワードを

使用する（Hypervisor on this node uses
the factory default password）]チェッ
クボックスがオフになっていることを

確認します。構成した ESXiの rootパ
スワードを入力します。このパスワー

ドは、インストール中に変更されませ

ん。

メモ

[Hypervisor Password (ハイパーバイザパスワード)]
フィールド

Hypervisorパスワードを再入力します。[Hypervisor Password Confirmation (Hypervisorパ
スワードの確認)]フィールド

ユーザが指定したHyperFlexストレージコントロー
ラ VMのパスワードを入力します。

このパスワードは管理者アカウントで

使用するため、控えておいてください。

重要

[Controller VM Admin Password (コントローラVM
管理者パスワード)]フィールド

HyperFlex Edgeクラスタの展開
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説明フィールド

コントローラ VM管理者パスワードを再入力しま
す。

[Controller VM Admin Password Confirmation (コン
トローラ VM管理者パスワードの確認)]フィール
ド

DNS、NTP、タイムゾーン

現地のタイムゾーンを選択します。[Timezone]フィールド

DNSのサフィックスを入力します。これは、HX
Data Platform 3.0以降にのみ適用されます。

[DNSサフィックス（DNS Suffix）]フィールド

1つ以上の DNSサーバーを入力します。Intersight
には、パブリックドメインを解決できる DNSサー
バーが必要です。

[DNSサーバ（DNS Servers）]フィールド

1つ以上の NTPサーバを入力します（IPアドレス
または FQDN）。ローカル NTPサーバの使用を強
くお勧めします。

[NTPサーバ（NTP Servers）]フィールド

vCenter（オプションのポリシー）

vCenterサーバFQDNまたは IPアドレスを入力しま
す。

[vCenter Server FQDN or IP (vCenter Serverの
FQDNまたは IP)]フィールド

vCenterのユーザ名を入力します。例：
administrator@vsphere.local

[vCenter Username (vCenterユーザー名)]フィール
ド

vCenterパスワードを入力します。[vCenter Password (vCenterパスワード)]フィール
ド

vCenterデータセンター名を入力します。[vCenter Datacenter Name]フィールド

[ストレージ設定（Storage Configuration）]（オプションのポリシー）

VDIの最適化を有効にするには、このチェックボッ
クスをオンにします（ハイブリッドHyperFlexシス
テムのみ）。

[VDI Optimization (VDI最適化)]チェックボックス

自動サポート（オプションのポリシ－）

このチェックボックスをチェックして、自動サポー

トを有効にします。

[自動サポート（Auto Support）]チェックボックス

サポートチケットの受信者の電子メールアドレス

を入力します。

[Send Service Ticket Notifications To (サービスチ
ケット通知を送信)]フィールド

ノードIP範囲
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説明フィールド

このセクションでは管理 IPプールを設定します。[管理ネットワーク（ManagementNetwork）]
フィールドに入力して、展開に使用する IPの範囲を定義する必要があります。[ノード
（Node）]設定画面で、定義した IPが選択したノードに自動的に割り当てられます。コン
トローラVM管理ネットワークにセカンダリ範囲の IPを割り当てる場合は、必要に応じて
以下の追加フィールドに入力します。両方の IP範囲は同じサブネットに属している必要が
あります。

（注）

管理 IPプールの開始 IPアドレスです。[Management Network Starting IP (管理ネットワー
ク開始 IP)]フィールド

管理 IPプールの終了 IPアドレスです。[Management Network Ending IP (管理ネットワー
ク終了 IP)]フィールド

管理 VLANのサブネットマスクです。[Management Network Subnet Mask (管理ネットワー
クサブネットマスク)]フィールド

管理 VLANのデフォルトゲートウェイです。[管理ネットワークゲートウェイ（Management
Network Gateway）]フィールド

コントローラ VM管理ネットワークの開始 IPアド
レスです。

[コントローラ VM管理ネットワークの開始 IP
（Controller VM Management Network Starting IP）]
フィールド（オプション）

コントローラ VM管理ネットワークの終了 IPアド
レスです。

[コントローラ VM管理ネットワークの終了 IP
（Controller VM Management Network Ending IP）]
フィールド（オプション）

コントローラ VM管理ネットワークのサブネット
マスクです。

[コントローラ VM管理ネットワークのサブネット
マスク（Controller VM Management Network Subnet
Mask）]フィールド（オプション）

コントローラ VM管理ネットワークのデフォルト
ゲートウェイです。

[コントローラ VM管理ネットワークのゲートウェ
イ（Controller VM Management Network Gateway）]
フィールド（オプション）

クラスタネットワーク

HyperFlex Edgeクラスタの展開
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説明フィールド

[Uplink Speed (アップリンク速度)]ドロップダウン
リスト

HyperFlex Edgeクラスタの展開
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説明フィールド

アップストリームスイッチへのサーバアダプタ

ポートのリンク速度を選択します。アップリンク速

度は次のように設定することができます。

• 1G (HyperFlex Edge)

• 10G+ (HyperFlex Edge)

ポリシーが Edge管理プラットフォームを使用して
クラスタプロファイルにアタッチされている場合、

アップリンク速度は '1G'または '10G+'になります。
ポリシーがファブリックインターコネク管理プラッ

トフォームを使用してクラスタプロファイルにア

タッチされている場合、アップリンク速度は 'default'
のみになります。

サポートされているネットワークトポロジの詳細

については、『Cisco HyperFelx Edgeのインストー
ル前チェックリスト』を参照してください。

10G+モードを使用するには、通常、選
択したケーブルのタイプと長さに応じ

注目

て、前方誤り訂正（FEC）を使用する
必要があります。デフォルトでは、VIC
1400シリーズは CL91 FECモードで設
定されます (Cisco IMCUIで使用可能な
場合、FECモード「auto」はCL91と同
じです)。自動FECネゴシエーションは
サポートされません。特定のスイッチ

でリンクステートをアップにするに

は、この FECモードに合わせて手動で
設定する必要があります。リンクをアッ

プにするには、スイッチと VICポート
の両方で FECモードが一致している必
要があります。使用中のスイッチが

CL91をサポートしていない場合、ス
イッチで使用可能な FECモードと一致
させて、VICポートが CL74を使用す
るように設定できます。これには、[VIC
設定 (VIC configuration)]タブの [CIMC
UI]で、手動で FECモードを変更する
必要があります。HyperFlex Edgeの展
開は、スイッチと VICポートからリン
クステートがアップになったと報告さ

れるまで、開始しないでください。

CL74は FC-FEC (ファイアコード)とも

HyperFlex Edgeクラスタの展開
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説明フィールド

呼ばれ、CL91は RS-FEC (リードソロ
モン)とも呼ばれています。Cisco IMC
GUIを使用して VICで設定されている
FECモードを変更する方法については、
CISCO UCS Cシリーズ Integrated
Management Controller GUI構成ガイド
を参照してください。

管理ネットワークのVLANIDを入力します。VLAN
は Intersightにアクセスできる必要があります。

IDが0の場合、トラフィックはタグなしです。VLAN
IDには 0以上 4095以下の任意の数字を指定できま
す。

[Management Network VLAN ID (管理ネットワーク
VLAN ID)]フィールド

ジャンボフレームを有効にするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

HyperFlex Edgeの導入の場合、ジャンボフレーム
はオプションであり、無効のままにできます。

[Jumbo Frames (ジャンボフレーム)]チェックボッ
クス

[プロキシ設定（Proxy Settings）]（オプションのポリシー）

HTTPプロキシサーバ FQDNまたは IPアドレスを
入力します。

[Hostname]フィールド

プロキシポートポート番号を入力します。[Port]フィールド

プロキシユーザー名を入力します。[Username]フィールド

HTTPプロキシパスワードを入力します。[Password]フィールド

HyperFlexストレージネットワーク

HyperFlex Edgeクラスタの展開
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説明フィールド

ストレージVLANトラフィックのVLAN IDを入力
します。VLANは、HyperFlexクラスタごとに固有
である必要があります。

ストレージVLANは、HyperFlexクラス
タごとに一意である必要があります。

このVLANはルーティング可能である
必要はなく、レイヤ2にのみ残すことが
できます。リンクローカル範囲

169.254.0.0/16からの IPアドレスは、ス
トレージインターフェイスに自動的に

割り当てられます。2ノードのHyperFlex
Edge 1GE構成にはストレージVLANは
必要ないので、このフィールドには1を
入力する必要があります。

（注）

[Storage Network VLAN ID (ストレージネットワー
ク VLAN ID)]フィールド

[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Nodes Configuration (ノードの設定)]ページで、自動的に割り当てられた IPとホスト名の設定を確認で
きます。Intersightは、IPアドレスの自動割り当てを試みます。次のフィールドに入力します。

説明フィールド

このクラスタ管理 IPは管理 IPと同じサブネットに
属している必要があります。

[クラスタ管理IPアドレス（Cluster Management IP
Address）]フィールド

MACプレフィックスアドレスは、NICベースおよ
び 1G HyperFlex Edgeクラスタに自動的に割り当て
られます。10G+ HyperFlex Edgeクラスタの場合、
00:25:B5:00～ 00:25:B5:EFの範囲のMACプレ
フィックスアドレスで、MACプレフィックスアド
レスを上書きできます。

HyperFlexクラスタの展開を成功させる
には、MACプレフィックスがすべての
クラスタで一意であることを確認して

ください。Intersightは、重複するMAC
プレフィックスの検証を行い、重複す

るMACプレフィックスが見つかった
場合は適切な警告を表示します。

注目

[MACプレフィックスアドレス（MAC Prefix
Address）]フィールド

HyperFlex Edgeクラスタの展開
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説明フィールド

書き込まれる各データブロックのコピーの数。オ

プションは、ストレージクラスタ全体で 2または
3個のデータの冗長レプリカです。

レプリケーション係数 3が推奨されて
いるオプションです。

重要

[Replication Factor (レプリケーション係数)]ラジオ
ボタン

指定したホスト名プレフィックスがすべてのノード

に適用されます。

[ホスト名プレフィックス（Hostname Prefix）]
フィールド

ステップ 9 [Summary (概要)]ページで、クラスタ設定とノード設定の詳細情報を確認できます。レビューを行い、
入力した情報がすべて正しいことを確認します。[Errors/Warnings (エラー/警告)]タブの下でトリガーさ
れているエラーがないことを確認します。

2ノードエッジクラスタを展開すると、Intersightに接続の重要性を示す警告が表示されます。
クラスタが常に Intersightに接続されたままになっていることを確認します。2番目の警告が
表示され、ユーザーに対して、すべてのユーザーデータが保護されるようにバックアップ戦

略を練るように通知します。

（注）

ステップ 10 [Validate and Deploy (検証と展開)]をクリックして、展開を開始します。必要に応じて、[Validate (検証)]
をクリックし、[Save&Close (保存して閉じる)]をクリックして、後で展開をt完了することができます。
[結果 (Results)]ページには、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示されます。HyperFlexクラスタプロ
ファイル展開の進行状況は、[リクエスト (Requests)]ページで確認することもできます。

次のタスク

クラスタ展開のモニタリング

次の方法でクラスタ展開の進捗状況を確認します。

• [Results (結果)]ページを開いたままにして、クラスタ展開の進捗状況をリアルタイムで確
認できます。

•現在のビューを閉じ、インストールをバックグラウンドで続行することもできます。結果
画面に戻るには、[設定（CONFIGURE）]> [プロファイル（Profiles）]> [HyperFlex Cluster
Profiles (HyperFlexクラスタプロファイル)]に移動して、クラスタの名前をクリックしま
す。

• [HyperFlex Cluster Profile Table (HyperFlexクラスタプロファイテーブル)]ビューのステー
タス列で、展開の現在の状態を確認できます。

HyperFlex Edgeクラスタの展開
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インストール後

インストール後のタスク

ステップ 1 HyperFlexクラスタが Intersightで登録されていることを確認します。

ステップ 2 クラスタが vCenterに登録されていることを確認します。

ステップ 3 Hyperflexクラスタに移動して、クラスタを選択し、[...]をクリックしてHyperFlex Connectを起動します。

ステップ 4 クラスタの管理 IPアドレスに SSH接続し、adminユーザー名とインストール時に提供されたコントロー
ラ VMパスワードを使用してログインします。クラスタがオンラインであり、かつ正常な状態であること
を確認します。

ステップ 5 シェルで次のコマンドを貼り付け、Enterを押します。
hx_post_install

ステップ 6 画面に表示される指示に従って、インストールを完了します。post_installスクリプトによって以下の操作
が実行されます。

• vCenterホストのライセンス付与。

•ベストプラクティスごとのクラスタの HA/DRSの有効化。

• vCenterの SSH/シェル警告の抑制。

•ベストプラクティスに沿った vMotionの設定。

•ゲスト VLAN/ポートグループの追加。

• HyperFlex Edge構成のチェックの実行。

HyperFlex Edgeクラスタの展開
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


